
津 山 産 小 麦 ふ く ほ の か 使 用 【 津 山 ロ ー ル 】

津  山  オ リ ジ  ナ ル ブ ラ ン ド  創  作  菓

岡 山 県 北 東 部 の 中 心 都 市  ̶  津 山  出 雲 街 道 の 要 所 と し て 古 し え か ら 栄 え た 歴 史 文 化 の 地

ま た 洋 学 の 町 と し て も 知 ら れ  蘭 学 入 門 の 「 和 蘭 文 典 」 の 翻 刻 者 箕 作 阮 甫 や

本 格 的 な 植 物 学 や 科 学 を 初 め て 日 本 に 紹 介 し た 「 近 代 化 学 書 」 ま た

現 在 使 用 さ れ て い る 「 珈 琲 」 の 文 字 を 考 案 し た 宇 田 川 榕 庵 な ど

津 山 は 、 西 洋 学 者 を 輩 出 し た 町 で も あ り ま す

今  こ の 津 山 の 地 で 郊 外 に 広 が る 豊 か な 自 然 と 肥 沃 な 大 地 に 恵 ま れ た 環 境 を 生 か し

産 学 官 民 協 働 に よ る 農 商 工 連 携 に よ り 津 山 産 小 麦 「 ふ く ほ の か 」 の 生 産 に 取 組 み

そ の 小 麦 粉 を 活 用 し た 食 文 化 の 向 上 と 新 し い 地 域 活 性 化 事 業 と に 取 り 組 ん で い ま す

こ の 事 業 に 賛 同 し た 津 山 地 域 の 和 ・ 洋 菓 子 職 人 達 が 津 山 産 小 麦 粉 と 地 の 特 産 物 を 織 り 込 み

オ リ ジ ナ ル の ロ ー ル ケ ー キ を 創 作 し  統 一 ブ ラ ン ド 「 津 山 ロ ー ル 」 と し て 開 発 い た し ま し た

新 し い 食 文 化 を 発 信 す る 新 創 作 菓 「 津 山 ロ ー ル 」 を 郷 土 の 味 わ い と し て お 届 け い た し ま す

岡 山 県 津 山 産 小 麦

ふ く ほ の か  使 用

美 し 作 り

美 し  作  り

岡 山 津 山 産 小 麦 ふ く ほ の か

T S U Y A M A G R O W N W H E A T

F U K U H O N O K A

の ぼ り と ポ ス タ ー  が 目 印 ！

津 山 ロ ー ル の 特 徴
■  津  山  産  小  麦 1 0 0  ％  を  生  地  に  使  用 （  全  国  的  に  稀  ）

■ 黒 大 豆 な ど の 津 山 地 域 の 特 選 素 材 を 使 用

■ 津 山 地 域 の ９ 社 の お 菓 子 屋 さ ん が 開 発

車 で 津 山 へ

○ 中 国 自 動 車 道 「 津 山I C 」 又 は 「 院 庄I C 」 で 下 り て

　 市 街 地 ま で 車 で 約 1 5 分

○ 岡 山 方 面 か ら は 国 道 5 3 号 線 又 は 国 道 3 7 4 号 線 を

　 車 で 約 9 0 分

○ 鳥 取 方 面 か ら は 国 道 5 3 号 線 を 車 で 約 1 0 0 分
　

列 車 で 津 山 へ

○ J R 津 山 線 「 津 山 駅 」 で 下 車 。

　 岡 山 駅 か ら 快 速 で 約 7 0 分
　

ハ イ ウ ェ イ バ  ス で 津  山  へ

○ ハ イ ウ ェ イ バ  ス で 大 阪  駅  か ら

　 津 山 駅 ま で 約 2 時 間 3 0 分

　 （ 超 特 急 ）

○ ハ イ ウ ェ イ バ  ス で 京 都 駅  か ら

　 津 山 駅 ま で 約 3 時 間

　 （ 1 日 4 往 復 ）

T S U Y A M A
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M A P
手  間 ひ ま か け た 逸  品 を
ぜ ひ ご  賞  味 く だ さ い  。

ア  ン ジ  ェ

津 山 の 特 産 品 の 巨 大 胚 芽 米 C O C O R O と 黒 豆 を ト ッ

プ に デ コ レ ー シ ョ ン し 、生  地 と ク リ ー ム に は チ ョ コ レ ー ト

の 豊 か な 風 味 が 楽 し め る 大 人 の 味 付 な ケ ー キ で す 。

津 山 の 特 産 品 の 巨 大 胚 芽 米 C O C O R O と 黒 豆 を ト ッ

プ に デ コ レ ー シ ョ ン し 、生  地 と ク リ ー ム に は チ ョ コ レ ー ト

の 豊 か な 風 味 が 楽 し め る 大 人 の 味 付 な ケ ー キ で す 。

〒 7 0 8- 0 0 0 4  津 山 市 山 北 4 0 0- 4
0 8 6 8- 2 2- 1 8 1 9 ／ 0 8 6 8- 2 2- 1 8 3 9
ht t p s: // s w e e tf a c t or y a n g e.j p/
a n g e @ br o n z e. o c n. n e.j p

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

M ail

作 州 黒 豆 の 砂 糖 炊 き が 心 地 よ い 甘 さ 。 糖 度 に 十 分

注 意 し な が ら １ 週 間 煮 込 ま れ て い る 。 水 分 の 量 を

工 夫 し て 焼 き 上 げ た 生 地 は と て も 上 品 な 味 わ い 。

作 州 黒 豆 の 砂 糖 炊 き が 心 地 よ い 甘 さ 。 糖 度 に 十 分

注 意 し な が ら １ 週 間 煮 込 ま れ て い る 。 水 分 の 量 を

工 夫 し て 焼 き 上 げ た 生 地 は と て も 上 品 な 味 わ い 。

大 文 字

生 地 に 香 ば し い 黒 豆 き な 粉 を 使 用 し 、 作 州

産 の 卵 と 山  芋 で ふ っ く ら と 仕  上 げ て い ま す 。

生 地 に 香 ば し い 黒 豆 き な 粉 を 使 用 し 、 作 州

産 の 卵 と 山  芋 で ふ っ く ら と 仕  上 げ て い ま す 。

〒 7 0 8- 0 0 0 1  津 山 市 小 原 2 0 7- 6
0 8 6 8- 2 3- 7 2 6 6 ／ 0 8 6 8- 2 5- 1 0 1 1
ht t p: // w w w. d ai m o nji- h o n p o. c o m
i nf o @ d ai m o nji- h o n p o. c o m

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

M ail

生 地 は 紅 麹 で 桜 色 に 着 色 し 、 桜 の 花 （ 津 山 産 ） の 実

物 と 焼 印 を 押 し た 春 ら し い 逸 品 。 あ ん こ に は 、 桜 の

葉 の 塩 付 け で 甘 さ に ア ク セ ン ト を も た せ て い ま す 。

生 地 は 紅 麹 で 桜 色 に 着 色 し 、 桜 の 花 （ 津 山 産 ） の 実

物 と 焼 印 を 押 し た 春 ら し い 逸 品 。 あ ん こ に は 、 桜 の

葉 の 塩 付 け で 甘 さ に ア ク セ ン ト を も た せ て い ま す 。

松 月 堂

中  心  部  は  白  桃  の  果  肉  入 り ゼ リ ー  。バ  タ ー ク リ ー  ム に も 白

桃  の  果  肉 が ち り ば め ら れ  、果  実  味  た っ ぷ り で 、中 か ら 外

ま で 桃 づ く し 。凍 ら せ る と 中 が 美 味 な シ ャ ー ベ ッ ト 状 に 。

中  心  部  は  白  桃  の  果  肉  入 り ゼ リ ー  。バ  タ ー ク リ ー  ム に も 白

桃  の  果  肉 が ち り ば め ら れ  、果  実  味  た っ ぷ り で 、中 か ら 外

ま で 桃 づ く し 。凍 ら せ る と 中 が 美 味 な シ ャ ー ベ ッ ト 状 に 。

〒 7 0 8- 0 8 1 4  津 山 市 東 一 宮 1 2- 5 
0 8 6 8- 2 7- 2 7 2 8 ／ 0 8 6 8- 2 7- 2 7 2 6
ht t p: // w w w. s y o g et s u d o. c o.j p/

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

津 山 産 の は ち み つ と 作 州 の 柚 子 が 香 る あ ん と

ク リ ー ム を 、ふ わ ふ わ の ス フ レ 生 地 で 甘 さ を 控

え め に 、ロ ー ル 仕 上 げ の や さ し い ケ ー キ で す 。

津 山 産 の は ち み つ と 作 州 の 柚 子 が 香 る あ ん と

ク リ ー ム を 、ふ わ ふ わ の ス フ レ 生 地 で 甘 さ を 控

え め に 、ロ ー ル 仕 上 げ の や さ し い ケ ー キ で す 。

昭 和 堂

黒 糖  と  作  州  産  の  卵  で  ふ  っ  く ら  と  風  味  あ  る  生  地  に  焼  き

上 げ 、バ タ ー ク リ ー ム の 中 に は 黒 豆 と わ ら び 餅 を 入

れ て 和 の 味 わ い の ロ ー ル ケ ー キ に 仕 上 げ ま し た 。 

黒  糖  と  作  州  産  の  卵  で  ふ  っ  く ら  と  風  味  あ  る  生  地  に  焼  き

上 げ 、バ タ ー ク リ ー ム の 中 に は 黒 豆 と わ ら び 餅 を 入

れ て 和 の 味 わ い の ロ ー ル ケ ー キ に 仕 上 げ ま し た 。 

〒 7 0 8- 1 5 3 3  久 米 郡 美 咲 町 久 木 2 4 2- 8
0 8 6 8- 6 2- 0 0 2 0 ／ 0 8 6 8- 6 2- 0 0 4 0
ht t p: // s y o u w a d o u. n e t /

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

フ ラ  ン セ

口 に 入 れ た 瞬 間 に 広 が る 香 ば し さ の 正 体 は 作 州 黒 豆 。 そ

の き な こ を 生 地 に ふ ん だ ん に 使 用 し て 自 然 な 甘 さ に 。 珈 琲

の コ ク と 苦 味 が ア ク セ ン ト の 珈 琲 バ タ ー ク リ ー ム も 個 性 的 。

口 に 入 れ た 瞬 間 に 広 が る 香 ば し さ の 正 体 は 作 州 黒 豆 。 そ

の き な こ を 生 地 に ふ ん だ ん に 使 用 し て 自 然 な 甘 さ に 。 珈 琲

の コ ク と 苦 味 が ア ク セ ン ト の 珈 琲 バ タ ー ク リ ー ム も 個 性 的 。

〒 7 0 8- 0 8 3 6  津 山 市 林 田 町 2 3
0 8 6 8- 2 2- 0 2 2 8 ／ 0 8 6 8- 2 2- 0 2 2 8
ht t p s: // w w w.f a c e b o o k. c o m/f r a n c e 1 9 7 1 c a k e
p ati s s eri ef r a n c e 1 9 7 1 @ g m ail. c o m

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

M ail

濃 厚 な 抹 茶 バ タ ー ク リ ー ム と 、ロ ー ル の 中 心 に 求

肥  を  入  れ  た  和  と  洋  が  コ  ラ  ボ  レ  ー  シ ョ ン し  た  ケ  ー  キ

で  す 。和  菓  子  屋 さ ん な ら で  は の ア イ デ ア が  光 り ま す 。

濃 厚 な 抹 茶 バ タ ー ク リ ー ム と 、ロ ー ル の 中 心 に 求

肥  を  入  れ  た  和  と  洋  が  コ  ラ  ボ  レ  ー  シ ョ ン し  た  ケ  ー  キ

で  す 。和  菓  子  屋 さ ん な ら で  は の ア イ デ ア が  光 り ま す 。

く ら や

〒 7 0 8- 0 8 2 4  津 山 市 沼 7 7- 7
0 8 6 8- 2 2- 3 1 8 1 ／ 0 8 6 8- 2 2- 6 9 6 4
ht t p s: // w w w. k ur a y a.j p/
k ur a y a @ k ur a y a.j p

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

M ail

ナ ポ  レ オ  ン

〒 7 0 8- 0 8 4 1  津 山 市 川 崎 6 5 4
0 8 6 8- 2 3- 3 8 7 3 ／ 0 8 6 8- 2 3- 3 8 7 3 

A d dr e s s

T E L / F A X

ザ  ・  シ  ロ  ヤ  マ  テ ラ  ス津 山 別 邸

〒 7 0 8- 0 0 2 2   津 山 市 山 下 3 0- 1
0 8 6 8 - 2 4 - 2 1 1 1 ／ 0 8 6 8 - 2 3- 1 1 2 2
ht t p s: // w w w.t s u y a m a- b e t t ei. c o m

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

Ｗ Ａ Ｋ Ａ Ｎ Ａ

〒 7 0 8- 0 3 3 2  苫 田 郡 鏡 野 町 吉 原 6 9 5- 2
0 8 6 8- 5 4- 3 7 2 1 ／ 0 8 6 8- 5 4- 3 6 2 3
ht t p s: // w w w. w a k a n a- k a g a mi n o.j p
w e b @ w a k a n a- k a g a mi n o.j p

A d dr e s s

T E L / F A X

U R L

M ail

自 然 に 育 ま れ た 美 味 名 産 。こ こ で し か 味 わ え な い 美 味 し さ を ど う ぞ 。


